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本論文は、歴史物語『大鏡』について、その中に見出される仏教関係記事の集中的な検討を通じ、
新たな作品論を示そうとしたものである。『大鏡』のもつ仏教論理にもっぱら着目して、その解析から
作品を読み解いていこうとする視点は、従来になかったアプローチの方法を開拓した研究ということ
ができる。課程学位請求論文として十分な分量と、所定の査読論文数の要件をクリアする研究成果で
あることをまずもって確認しておく。 
序章「『大鏡』における神・陰陽・仏」は問題提起であり、『大鏡』における神祇および陰陽道関係
の記事と、仏教関係の記事との間には大きな差異があることを指摘する。それは、仏教信仰に対する
利益の否定であり、平安時代の貴族社会における一般的な仏教観とは一線を画するものとする。これ
を端緒として、『大鏡』の仏教記事の特異性が具体的に論証されていくことになる。 
第一章「『大鏡』における経典・願文・往生」では、保忠、陽成院、雅信、遵子、選子内親王、清範、
義孝らの逸話を取り上げ、『大鏡』が信仰の形式的な面を否定し、その実質内容を重視していること、
また往生を求める信仰を批判していることが明らかにされている。 
第二章「『大鏡』における出家記事」は、仏教記事の中でもその価値観が顕著に現われる、出家に関
する叙述を検討する。まず「帝紀」の出家記事に着目し、十三代の天皇のうち出家記事を見出す清和・
宇多・花山の三代は、発心を抱き、信仰の内実をともなった出家を遂げた天皇であったことを明らか
にする。それは裏を返せば、病の平癒を祈願する出家や、臨終出家といった一般的な出家を『大鏡』
は認めていないこととなる。また「大臣列伝」においても、「帝紀」同様の論理が貫かれているとする。
代表的な出家記事である顕信と高光に関しては、従来の解釈は顕信を優位と位置づけてきたが、論者
は両者に優劣はないと論ずる。義懐の出家記事については、本文校訂を正す指摘がなされる。また、
道隆や道真の場合は、何らかの利益を望む出家は報われないことを示す記事と解される。いっぽう、
道長の出家記事が極端に簡略であることは、その出家理由が『大鏡』の認める基準に合致しないもの
であったために、事実のみを記述するにとどまったと解している。『大鏡』｣が出家に関し発心を重視
し、厳格な戒律主義を貫いている姿勢が確かに捉えられていることになる。 
第三章「道長の仏教信仰と供養」は、史実としての道長を確認しつつ、『大鏡』における道長像は、
史実とは乖離した「仏教者道長」が造形されていることを論じている。具体的には、顕信出家記事の
従来の読みに疑義を呈し、「麻の衣」を贈る道長の行為を戒律に即したものとし、本文校訂の問題にも
言及。また遵子逸話の「銀の器」に関して、僧侶を贅沢にもてなすことを篤信の証とする風潮に反し、
仏戒に基づく施行を重視する『大鏡』の立場を闡明し、道長の行った簡素な布施への賞賛は、これと
対照されると説き、布施に対する物量主義を否定する『大鏡』独自の立場が明らかにされている。 
第四章「藤氏物語造寺記事にみる『大鏡』の論理」は、道長栄華を頂点とする藤原氏の繁栄を描く
藤氏物語における造寺記事から、その価値観と論理を読み取っている。すなわち、仏教と藤原氏との
関係がここには顕在化するとし、造寺の壮麗さが賛美されるのではなく、発願が重視されている点は、
信仰と戒律に価値を置く如上の立場に通底するものといえる。また、ここに展開される賞賛の手法は、
父系と母系の双方から形成されていることを読み取り、母系の論理から、道長の継承は摂関嫡流では
なく、能信の重視、そして禎子内親王への予祝へと繋がっているとする『大鏡』の認識を示し、その
成立が後三条朝以降である傍証とされる。 
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終章は第一～四章の内容を総括するが、『大鏡』の仏教に貫かれるのは戒律を重視する仏教原理主義
的な立場であり、同時代の一般的な現世利益主義・物量主義が批判されているところに、その特異性
が認められる。それは取りも直さず、『大鏡』成立の背景と作者像を物語るものとなる。 
論者は、能信および禎子内親王の重視から、後三条院がクローズアップされることを指摘、仏者と
して理想的に造形された道長像と史実の道長とが、後三条院と白河院との関係にアナロジカルである
ことを掲げて、後三条院追慕と白河院批判がその基底に存することを述べる。そして、道長を理想化
することで、非難を巧みに回避しながら、同時代の物量主義的仏教の主導者を暗に批判するとする。
その特異な仏教観の分析から出発して、論はここにおいて、ひとまず作品成立の起点に到達する。 
以上、本論文は、『大鏡』の全体像を把握したうえで、序章から終章まで一貫した立場で論述されて
おり、従来の研究も不足なく踏まえられている。なお、個々の逸話の読みについては他の解釈も考え
得る余地も残り、周辺の諸文献に対しても今一段の目配りが欲しいところだが、『大鏡』の仏教記事を
徹底して読み解き、そこから『大鏡』のもつ仏教原理主義的立場を明らかにしたうえで、道長賛美の
ため仏教が機能していると捉える従来の理解を逆転し、仏教原理を主張するために道長栄華が描かれ
るという、独自の解釈を打ち出した点は高く評価できる。その論理が『大鏡』の成立時期と成立圏の
問題、すなわち白河院批判と結び付くことによって、一連の論考に高い完結性が与えられている。 
以上、本論文は、博士学位授与に十分相当する内容と達成を示しているものと判断する。 
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